




２０２３年５月２９日

ベトナム ハノイ人文社会科学大学とのオンライン交流（３月９日）

３月９日（木）神奈川県国際課の紹介により、ベトナムのハノイにある人文社会科学大学の日本

語を学ぶ大学生と本校の１・２年生（現２・３年）11名がオンラインで交流を行いました。最初

に互いの国や学校を紹介し、３～５人ずつのブレークアウトルームでそれぞれ質問したり、興味

のあることを紹介しあったりして交流を深めました。大学生はとても日本語が流暢で、日本への

関心の高さに本校の生徒達もびっくりしていました。今年の 11 月の修学旅行でベトナムを選択

した１年生（現２年生）もおり、継続した国際交流が期待されます。

横浜南地区探究的学習発表会（３月 14日）

横浜清陵高等学校において、横浜南地区の高校 13校の代表がそれぞれの探究の成果を発表

しました。ポスター発表形式で、参加者が互いの発表を聞いて質疑応答を行いました。本校か

らは２年生（現３年生）の宮川なな香さんが「緑高食堂をもっと盛り上げるには」と題して発

表しました。「生徒の行事を食堂のおばちゃんに知らせ、売れ残りを減らす」、「混雑具合を SNS

で発信することで生徒が使いやすい環境をつくる」等、データに基づきつつも等身大で緑高食

堂への愛が溢れる発表していました。

他校の発表では『パルスジェットエンジンの制作（磯子工業高校）』、『災害時のムスリムへ

の配慮（横浜国際高校）』等、各校特色に根差したテーマの発表が見られ、宮川さんにとって

もよい刺激になったようです。新１、２年生の皆さんはぜひ参加を！

令和 4年度 かながわ探究フォーラム（３月 26日）

2 年生（現３年生）と 1 年生（現２年生）の代表者が、かながわ探究フォーラムに参加しまし

た。県内外の SSH、理数教育推進校が多数参加する発表会です。ポスター発表で自分たちの研究

を他校生徒に見てもらったり、他校の発表を見学したり、多くの刺激を受けた 1日でした。

発表した演題は次の通り。

22年年代代表表：：「「海海浜浜植植物物ハハママボボウウフフウウのの保保全全にに向向けけたた生生育育条条件件調調査査」」 

11年年代代表表：：「「水水質質比比較較にによよるる横横浜浜市市のの水水のの改改善善点点究究明明 〜〜横横浜浜市市のの水水をを日日本本一一ききれれいいににすするるににはは〜〜」」 

「「自自分分がが““ススキキ””ななススキキンンへへ ～～ススキキンンケケアアをを添添ええてて～～」」 

高校生サイエンス研究発表会 2023（３月 21日）

化学生物部の 5 名の研究が、横浜薬科大学で開催された「高校生サイエンス研究発表会

2023」でポスター発表をしました。題目は「海浜植物ハマボウフウの保全に向けた生育条件調

査」です。研究に対するアドバイスをもらったり、大学生や大学院生の研究発表を聞かせてもら

ったり、有意義な一日になりました。発表の後はその日に実施されていた横浜薬科大学のオープ

ンキャンパスをまわることもでき、薬学部での学びについて知る貴重な体験になりました。

発行：神奈川県立横浜緑ケ丘高校 事業グループ
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第２回 探究成果発表会（３月 23日）

3 月 23 日（木）に関内ホールにて、昨年度に引き続き２回目となる探究成果発表会を行いました！

2021年度の発表会当日に SSHになることが発表され、2022年度は SSH校としての発表会となりま

す。１年生は学校設定科目「緑の探究Ⅰ」を通して取り組み探究したことを、２年生は個人探究の成果を

熱く語ってくれました。また、「世界津波の日 高校生サミット」参加生徒による英語でのプレゼンテー

ションや本校独自の奨学金「学びの奨励基金」を活用し、自主的な研究活動を行った生徒らの発表もあり、

非常に有意義で盛りだくさんの 1日となりました。

 

【【ププロロググララムム】】 

ⅠⅠ．．「「世世界界津津波波のの日日 高高校校生生ササミミッットト」」発発表表  

ⅡⅡ．．「「学学びびのの奨奨励励基基金金」」発発表表  

ⅢⅢ．．１１年年生生「「緑緑のの探探究究ⅠⅠ」」発発表表 

１．「水質比較による横浜市の水の改善点究明 〜横浜市の水を日本一きれいにするには〜」

２．「マイクロプラスチックを減らすために 〜洗濯と選択〜」

３．「自分が“スキ”なスキンへ ～スキンケアを添えて～」

ⅣⅣ．．２２年年生生「「総総合合的的なな探探究究のの時時間間」」 TTQQ ssoo mmaattcchh!!!! ～～AAddvvaanncceedd～～発発表表 

１．「緑高食堂をもっと盛り上げるには？」  

2．「海浜植物ハマボウフウの保全に向けた生育条件調査」  ←生徒が選んだ最優秀 SSH探究賞

３．「悪口の音を元に抽象的な褒め言葉を造る」  ←生徒が選んだ最優秀発表＆探究賞

ⅤⅤ．．全全体体講講評評・・校校長長よよりり 

 

【【生生徒徒かかららのの声声（（一一部部抜抜粋粋））】】

・大学の方から発表者も聞き手も褒められて、緑ケ丘良いなと改めて思いました。

・どの発表もすごく良く、刺激を受けた。来年の探究に活かしたいと思う。

・探究が楽しくなった！

・とても面白かった！来年は自分もあの舞台に立てるように探究を頑張りたいと思う。

・いろんな人の色々な研究に触れることで自分もこの人たちのような楽しい研究をできたらいいなと思い

ました。

・本当に勉強になりました。学びの奨励基金ではどんな活動(範囲)ができるのか、先輩方がどんなテーマ

で探究を行ったのか、観点、今後の見通しの付け方など、たくさんのことを学べました。このような機

会を設けていただき、ありがとうございました。

２０２３年５月２９日
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２０２３年７月２０日

学校設定科目「緑の探究Ⅰ」（１年生）

文明の利器に囲まれた便利な時代に生きている一方で、世界的に地球温暖化や各地での紛争など、未来の予

測の大変難しい困難な時代に生きる現代、問題解決につながる探究活動に期待が募ります。本校の生徒達の研

究テーマはどんな形になっていくでしょうか。自ら問いを立て、調べ、考え、解決策を見出すプロセスを通じ

て、世紀の大発見につながるかもしれませんね。探究初日は、1年生のキラキラした瞳に明るい未来を感じる

日となりました。「緑の探究Ⅰ」では、課題研究のスキルを身につける手段として、ディベートやビブリオバ

トルなどの活動を取り入れています。

学校設定科目「緑の探究Ⅱ」（２年生）

             2 学年を対象とした学校設定科目「緑の探究Ⅱ」が始まりました。1 年時は「水」を共通テーマとした

課題研究を行い、探究の流れを学びました。これを踏まえて、2年時は自由なテーマで課題研究を行います。

自由な校風で知られる横浜緑ケ丘高校ですが、「何を研究しても良い」というあまりにも自由度の高い授業

に、初めは多くの生徒が戸惑います。各教科の教員からのアドバイス資料を読み、研究内容について仲間た

ちと協議しながら、グループまたは個人での研究計画を作成しています。

学年横断探究企画「緑高の空を紙ヒコーキで埋め尽くせ」（５月８日）

日本紙飛行機協会の荒木敏彦氏の全面協力のもと、「紙飛行機はなぜ飛ぶの、どうしたらもっと飛ぶの」を探究しました。

全学年で縦割りのグループを作成し、一人一機、紙飛行機協会のキットを作成しました。当日はあいにくの空模様。本来はグラウンドに

て全員で飛ばすことを計画していましたが、急遽体育館に場所を変更し、飛行距離を競い合うコンテストを行いました。生徒たちは作成

段階から廊下や空き教室を見つけては試し飛行を繰り返しました。飛行距離コンテストの前には紙飛行機競技大会出場の方のデモンスト

レーションもあり会場は大いに盛り上がりました。

「総合的な探究の時間」（３年生）

今年度のタイトルは、“TQ so match!! ～Final Season～”です。目標は、以下①②の通りです。

①個人 orグループ探究に取り組むことで、科学的探究力や協働力を高める。

②英語によるプレゼンテーションや発表要旨の作成等を通して、国際性を高めるとともに、発信力を向上する。

昨年度と同様の分野に分かれ、各自で課題を設定→調査・実験→分析→まとめ→発表を

さらに深めていきます。（今年は個人探究のみならず、ペアやグループを組んでも OK！）

また、最終的に日本語による発表・まとめだけではなく、英語によるポスター発表や発表

要旨の作成があります！どんな探究になるのか楽しみですね～！！

発行：神奈川県立横浜緑ケ丘高校 事業グループ

２０２３年度の探究
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発行：神奈川県立横浜緑ケ丘高校 事業グループ

「研究者に聞く（緑の探究Ⅰ）」

５月 25 日の「緑の探究Ⅰ」にて、1 年生が研究者に直接お話を聴く機会を得ました。講師は国立研究開発法人 海洋研究開発機構

（JAMSTEC）の超先鋭研究開発部門部門長の高井研先生です。

まず前半は高井先生の研究について、有人潜水調査船「しんかい 6500」での深海探査や、地球深部探査船「ち

きゅう」での掘削調査などのお話を伺いました。また、研究者とはどのような生活をしているのか、また外国での

研究などグローバルな活躍も多い先生が大切にしていることはユーモアであることなども含め、親しみやすいお話

に生徒は親近感を持った様子でした。後半は代表生徒 7名のパネリストが先生に質問をしつつ、対話形式で進め

られました。プラスチックの分解性、地球の環境問題、宇宙での有機物のでき方など話題は多岐にわたりました。また、土星の衛星エンケラ

ドゥスに水が存在することから地球外生命の可能性についての話では、生徒からその生命体がどのような形で存在する可能性があるのか、そ

れはなぜそう言えるのかという質問が出ました。先生はそれらの質問に、エネルギー量や進化に要する時間の長さなど考慮すべき事柄を含め

て丁寧に話をされていました。途中で生徒が外国でも通用するユーモアのヒントを得ようとパフォーマンスを披露する一コマもありました。

私たちの抱く「研究者」という概念を軽々と飛び越えて、普段使いの言葉で明快なお話をしてくださった

高井先生。お話の中で一番心に残ったのは、「科学の世界では何百人を相手にしようが、証明された理論で

渡り合うことができる、だから面白い。」という先生のスタンスでした。

アントンパタマロート高校とのオンライン交流

６月７日の放課後に、タイのアントンパタマロート高校と

２回目のオンラインの交流会を実施しました。本校からは 12

名が参加しました。お互いの学校紹介などをしましたが、本校

が 12 月に訪れる予定のタイ北部についても紹介してくれま

した。日本語を学ぶ生徒の皆さんだったので日本語でのコミ

ュニケーションで、お互いの生活文化など質問をし合って交

流を深めました。

12月のスタディツアーでは

実際にアントンパタマロート

高校を訪問する予定です。

２０２３年７月２０日

７月までの活動

まとめ号なりん

ベトナム・ハノイ人文社会科学大学生との交流会

６月１３日（火）午後１６：００―１８：００、本校のメディアルームに

於いて、第２回目となるベトナムのハノイ人文社会科学大学とのオンライン

交流会を実施しました。本校からは１年生から３年生まで１１名、ベトナム

からは９名の女子大学生たちが参加しました。全員が日本語を学習している

学生たちで、たどたどしいながらも一生懸命に日本語を使ってコミュニケー

ションをとる姿勢に、本校の生徒達も学ぶことがたくさんあったように感じ

ます。話題は、ベトナムの首都、領土、日本の食べ物、アニメ、学生の暮ら

しぶりなど、多岐にわたりました。

これから先も両校の文化交流を

続けていけるとよいですね。

数学物理部 ホバークラフトの制作 on緑高祭（６月 24日、25日）

昨年に引き続き、数学物理部はホバークラフトを製作しました。その名も「ほば Q」！超小型ホバークラフト研究室 伊東氏作成の八号機を

参考に、ネットで情報収集、試作機の作成の上で本機の作成に取り掛かりました(伊東氏にも連絡をとり、アドバイスをいただきました。伊東

さん感謝です！)。それでもうまくいかないことだらけで、５歩進んで３歩下がるが２回くらいありました(ある程度つくらないと試行ができな

いので、５歩進んでから、３歩も下がるのか…と思いながら作り直すのです…)。

本番では、小学生、中学生を中心に楽しんでくれました。昨年も乗ってくれたお子さんが今年も乗りに来

てくれました。「パワーアップしましたね！部員さんは入りましたか？」とお母さんが声をかけてくれまし

た。「昨年乗ってくれた子が入ったんですよ！」とうれしい気持ちをお話できました。乗り終えたときのお客

さんの表情を部員に見せられたのが今回の活動の一番の収穫です！
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て丁寧に話をされていました。途中で生徒が外国でも通用するユーモアのヒントを得ようとパフォーマンスを披露する一コマもありました。

私たちの抱く「研究者」という概念を軽々と飛び越えて、普段使いの言葉で明快なお話をしてくださった

高井先生。お話の中で一番心に残ったのは、「科学の世界では何百人を相手にしようが、証明された理論で

渡り合うことができる、だから面白い。」という先生のスタンスでした。

アントンパタマロート高校とのオンライン交流

６月７日の放課後に、タイのアントンパタマロート高校と

２回目のオンラインの交流会を実施しました。本校からは 12

名が参加しました。お互いの学校紹介などをしましたが、本校

が 12 月に訪れる予定のタイ北部についても紹介してくれま

した。日本語を学ぶ生徒の皆さんだったので日本語でのコミ

ュニケーションで、お互いの生活文化など質問をし合って交

流を深めました。

12月のスタディツアーでは

実際にアントンパタマロート

高校を訪問する予定です。

２０２３年７月２０日

７月までの活動

まとめ号なりん

ベトナム・ハノイ人文社会科学大学生との交流会

６月１３日（火）午後１６：００―１８：００、本校のメディアルームに

於いて、第２回目となるベトナムのハノイ人文社会科学大学とのオンライン

交流会を実施しました。本校からは１年生から３年生まで１１名、ベトナム

からは９名の女子大学生たちが参加しました。全員が日本語を学習している

学生たちで、たどたどしいながらも一生懸命に日本語を使ってコミュニケー

ションをとる姿勢に、本校の生徒達も学ぶことがたくさんあったように感じ

ます。話題は、ベトナムの首都、領土、日本の食べ物、アニメ、学生の暮ら

しぶりなど、多岐にわたりました。

これから先も両校の文化交流を

続けていけるとよいですね。

数学物理部 ホバークラフトの制作 on緑高祭（６月 24日、25日）

昨年に引き続き、数学物理部はホバークラフトを製作しました。その名も「ほば Q」！超小型ホバークラフト研究室 伊東氏作成の八号機を

参考に、ネットで情報収集、試作機の作成の上で本機の作成に取り掛かりました(伊東氏にも連絡をとり、アドバイスをいただきました。伊東

さん感謝です！)。それでもうまくいかないことだらけで、５歩進んで３歩下がるが２回くらいありました(ある程度つくらないと試行ができな

いので、５歩進んでから、３歩も下がるのか…と思いながら作り直すのです…)。

本番では、小学生、中学生を中心に楽しんでくれました。昨年も乗ってくれたお子さんが今年も乗りに来

てくれました。「パワーアップしましたね！部員さんは入りましたか？」とお母さんが声をかけてくれまし

た。「昨年乗ってくれた子が入ったんですよ！」とうれしい気持ちをお話できました。乗り終えたときのお客

さんの表情を部員に見せられたのが今回の活動の一番の収穫です！

２０２３年１０月２０日

ふくしま「学宿」（７月 20日～22日）

７月 20 日～22 日の３日間、13 名の生徒が福島県の浜通り地域の被災地を訪れました。初日は東日本大

震災・原子力災害伝承館を見学したり、旧請戸小学校などの浪江町フィールドワークへ行ったり、復興に携わ

る方々の話を伺いました。2日目は、終日にわたり福島県立ふたば未来学園高校の社会起業部の皆さんと一緒

に双葉町フィールドワークを行い、福島ロボットテストフィールドを訪れました。ふたば未来学園高校に戻っ

た後は班に分かれて意見交換をしました。３日目は、葛尾村を訪れて、地域おこしや地域のエネルギーについての話を伺い、まとめのワ

ークショップを行いました。「見て」「歩き」「聞き」「対話」をして、そこから「考える」３日間でした。

海・星・砂のスタディツアー＠鳥取（７月 24日～26日）

            ７月 24 日～26 日に鳥取県立鳥取西高校と合同でスタディツアーを実施しました。初日は鳥取西高校

で相互に探究活動などのプレゼンテーションを行った後に鳥取砂丘に移動。砂丘の成り立ちや環境につい

て学びました。２日目は岩美町の浦富海岸において、シーカヤックで地形や地質を、シュノーケリングで

生物などを観察しました。さじアストロパークでは、天の川など視界いっぱいに広がる星空を、日付が変

わっても観測し続けました。３日目は星の観測の振り返りを行い、午後からは鳥取大学乾燥地研究センターで講義を聞き施設を見学する

など乾燥地研究の最先端に触れることができました。山陰海岸ジオパークなどのフィールドワークを通じて、生物や地学や地理などの教

科や科目の枠を越えた学びを実践し、同世代の仲間との交流の輪を広げました。

五色沼の色の不思議を調査する・鍾乳洞を探究する（８月 21日～22日）

環境省の許可を得て、パークボランティアに同行していただき、五色沼 10カ所で採水と観察を行いました。

五色沼湖沼群は大変複雑な形成により沼毎に微妙に色が違いました。入水鍾乳洞ではヘッドライトを身につけ、

冷たい流水中をザブザブと進み、垂れ下がる鍾乳石にぶつかったり、かがんでひよこのように歩いたりしまし

た。あぶくま洞は大変大きな鍾乳洞で御殿や神殿のような空間があり、キラキラと光る鍾乳石は大変美しかった

です。藪の中に入ったり、石に挟まれたごく狭い場所を蟹歩きで進んだりなどの困難もありましたが、くじける

ことなく果敢にチャレンジし、最後まで楽しんで探究しました。

釧路湿原スタディツアー（８月 17日～19日）

生態系学習の一環として、北海道 釧路湿原の自然観察を実施しました。参加者は生徒 20名、職

員 3名です。ツアーに先駆けて開催された３回の事前学習会からツアー当日まで、釧路国際ウェッ

トランドセンターの新庄久志氏、国連大学サステイナビリティ高等研究所の柳谷牧子氏を講師とし

てお迎えし、生物多様性と生態系の保全について学びました。当日は天候に恵まれ、広大な湿原を

じっくり観察することができました。ウェーダー (胴長) を着用して湿原の沼地を進み、川でカヌ

ーを漕ぎながら周囲の環境を観察するなどの体験を

通して、湿原独自の生態系について理解し、その保

全について深く考えることができました。

発行：神奈川県立横浜緑ケ丘高校 事業グループ
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【緑のミニツアー】（７月 28日）

  神奈川県立温泉地学研究所に行こう！

午前中は本校卒業生である研究員の火山に関する講義を伺いまし

た。午後は、箱根山の模型作成をしました。その後、施設内をご案内

いただき、温泉の成分をはかる機械、地震をリアル

タイムに計測しモニターに映し出されたもの、地層

の剥ぎ取り標本、温泉掘削の道具、箱根立体模型な

どを見学しました。

２０２３年１０月２０日

夏休みの活動

まとめ号なりん

【緑の科学セミナー】（８月３日）

舵の仕組みと電子制御システムの基礎

並びに自動航行について

船舶・機械工学・ロボット工学についての講演を伺いました。国立

清水海上技術短期大学校機関科職員にご講義いただきました。舵の仕

組み・電子制御について説明を受けました。先生のご

指導のもと生徒たちは「フィードバック制御」につい

てのフローチャートを仕上げました。

令和５年度 ＳＳＨ生徒研究発表会（８月９日～10日）

8 月 9 日(水)～10 日 (木) 神戸で行われた、令和 5 年度 SSH 生徒

研究発表会に、生徒 4名、引率教員 2名が参加しました。本校からは

個人探究で進めてきた海浜植物ハマボウフウに関する研究を化学生

物部の班活動に広げ、ポスター発表しました。他校の発表を見学した

際には積極的に話し掛け、刺激され、

研究に対する新たな気づきを得る

機会となりました。

MATHキャンプ（８月 21日～22日）

東京理科大学セミナーハウスで開催された MATH キャンプに参加

してきました。本校からは１名が参加し、他県の高校生とともに数学

に関する探究をゼミ形式で行いました。MATHキャンプを通して「他

県の高校生と交流ができてよかった」「大学の教授に詳しく教えても

らった」等の感想がありました。他にも、大学教授による特別講義や

東京理科大学「なるほど科学体験館」の見学などを

通して、より数学に関する興味関心が高まったと感

じています。

【夏期講習】（7月 31日）ガラス細工でマドラー作ろう！

13人の参加者は思い思いの作品を作りました。自分のお気

に入りのビーズを使ったり好きな色を集めて、ガラス細工に

集中して取り組みました。できあがったものを新聞紙に丁寧

に包み、持ち帰りまし

た。自宅では何をかき

混ぜるのかな？

【国際交流】（８月８日） フランス語講座

参加人数は、１，２年生併せて 28名で、「英語とは違い、発音が難

しい」「文法も動詞の活用が想像以上に難しい」「美しい発音をマスタ

ーしたい」「とにかく、フランスへ行ってみたい！」等の感想がありま

した。本校は、南フランスのイエール市にある、ジョンエカー高校と

の交流会を実施しております。オンラインや、対面交流会を今後も引

き続き継続していく予定ですので、その日のために、

フランス語をブラッシュアップしていきたいです！

【緑のミニツアー】（８月 10日） 鎌倉ガイド

鎌倉を訪れる外国人観光客を相手に、英語ガイドを行いま

した。参加生徒は、２年生２名、１年生６名の計８名でした。

初めはドキドキしていましたが、後半に入ると随分と度胸が

つき、堂々たるガイドぶりでした。鎌倉の歴史だけではなく、

日本のサブカルチャーや、学校生活などを紹介し、海外の方々

は大変興味深く聞いて

くださっていました。

【緑のミニツアー】（８月 22日） 中外製薬横浜研究所見学

横浜市戸塚区に今年 4月にオープンした中外製薬の研究所、中外ラ

イフサエンスパーク横浜に行ってきました。ツアーには、生徒 22名、

引率教員 1名が参加しました。２年連続で参加した生徒、インターン

シップや「緑の科学セミナー」で医療にまつわる統計学にも参加した

生徒もいました。製薬に関わるお話、研究所見学、ミニ実験「PCR法

の原理を見る」に加えて、初企画の「治験

と臨床開発」の授業と盛りだくさんの内容

でした。
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いただき、温泉の成分をはかる機械、地震をリアル
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の交流会を実施しております。オンラインや、対面交流会を今後も引

き続き継続していく予定ですので、その日のために、

フランス語をブラッシュアップしていきたいです！

【緑のミニツアー】（８月 10日） 鎌倉ガイド

鎌倉を訪れる外国人観光客を相手に、英語ガイドを行いま

した。参加生徒は、２年生２名、１年生６名の計８名でした。

初めはドキドキしていましたが、後半に入ると随分と度胸が

つき、堂々たるガイドぶりでした。鎌倉の歴史だけではなく、

日本のサブカルチャーや、学校生活などを紹介し、海外の方々

は大変興味深く聞いて

くださっていました。

【緑のミニツアー】（８月 22日） 中外製薬横浜研究所見学

横浜市戸塚区に今年 4月にオープンした中外製薬の研究所、中外ラ

イフサエンスパーク横浜に行ってきました。ツアーには、生徒 22名、

引率教員 1名が参加しました。２年連続で参加した生徒、インターン

シップや「緑の科学セミナー」で医療にまつわる統計学にも参加した

生徒もいました。製薬に関わるお話、研究所見学、ミニ実験「PCR法

の原理を見る」に加えて、初企画の「治験

と臨床開発」の授業と盛りだくさんの内容

でした。

２０２４年２月２０日

日本土壌肥料学会 2023年度愛媛大会（１０月１２日）

愛媛大学で日本土壌肥料学会 2023年度愛媛大会が行われました。本校の化学生物部員が「肥料の割合がど

のようにミニカボチャの成長に影響するか～家庭でできる工夫～」というテーマでポスター発表を行いました。

発表生徒は、昨年もカボチャを研究テーマに、発芽等に及ぼす土

壌の影響について実験を行っていましたが、今年はポット苗つく

り、定植、水やり、整枝、人工受粉、施肥、収穫、ポスター制作

の全てを 1人で行いました。当日も一生懸命ポスターの説明を行

い、他テーマの発表も熱心に聞いてまわりました。農業や土壌、

肥料についての専門家の方や大学の先生方も生徒の発表を丁寧に

聴いてくださり、直接アドバイスをいただけるなど、大変貴重な

経験となりました。

本牧ハワイアンフェスタ（１０月１日）

10月１日（日）に学校に隣接する本牧山頂公園で、今年もハワイアンフェスタが開かれ、

本校の化学生物部と数学物理部の生徒が地域の子どもたちを対象に科学実験体験講座を行

いました。本牧山頂公園は、かつて米軍住居地があった場所で、ハワイアンフェスタはこの

歴史を踏まえ、地元の住民どうしの交流、親睦を深め、地域活性化を目指すイベントです。

本校のテントでは、今年もスライムづくりに夢中になるお子さんやブンブンゴマに色を塗

って回転とともに何色になるか確かめるお子さんが多数いました。

日本学生科学賞神奈川作品展（１０月１３日～１７日）

神奈川県立青少年センターで行われた日本学生科学賞神奈川作品展に出展しました。

本校から８月に五色沼スタディツアーで行った

実験をまとめた「五色沼湖沼群の色の不思議を探究

する～化学的性質について～」というポスターと化

学生物部の「市販の緑茶の茶カテキン類の殺菌作用

を調べる」という茶カテキンの殺菌作用について行

った実験をまとめたポスターの２点を出展しまし

た。実験を行い、自分たちの手で一からポスターを

作るという経験ができました。文章を考え、レイア

ウトを決め、デザインも含めどうやったら、自分た

ちの考えを伝えられるか一生懸命考えました。

発行：神奈川県立横浜緑ケ丘高校 事業グループ

「科学の秋」

紹介号なり～
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アカデミックキャラバン（１１月２日）

11月２日（木）鎌倉芸術館においてアカデミックキャラバンが行われました。 今年は国立研究開

発法人海洋開発研究機構（JAMSTEC）生物地球化学センターの高野淑識センター長代理をお招きし、

はやぶさ２が持ち帰ったリュウグウの岩石の分析から生命誕生に関わる研究についてお話いただきま

した。生徒からは「宇宙探査の今後の展望」「有人探査と無人探査の比較」「オシリス＝レックスの採取

岩石の分析の現状」など、最先端の研究について質問が相次ぎ、さらに「研究が思うように進まない時

はどうしますか」といった探究活動の苦労が垣間見える質問もありました。最後に生徒に向けて、自分

の得意を伸ばす、英語を伸ばす、チャンスをとらえる、といったアドバイスがありました。終了時間に

なっても質問の挙手が止まらず、生徒の関心の高さが表れていました。当日の講演で生徒に「研究はた

のしい」というメッセージが伝わったことと思います。

２０２４年２月２０日

科学な時間

まとめ号なりん

発行：神奈川県立横浜緑ケ丘高校 事業グループ

科学の甲子園（１１月３日・２３日）

11月 3日（金・祝）、23日（木・祝）科学の甲子園神奈川県大会が総合教育センターで開催され、本校からは

化学生物部を中心に有志生徒８名が参加しました。科学の甲子園は物理、化学、生物、地学、数学、情報の６教科

からなる筆記競技（11/3）と実技競技（11/23）からなり、その合計点で一位となった学校が全国大会に進みま

す。今年は 23校が参加しました。筆記試験は各教科 2名で担当を分け、昼休みを中心に夏休み明けから勉強を

進めてきました（６教科を 60分で解答するので、分担は必須！）。実技試験の詳細は公表ＮＧ（本当は紹介したい…）なので、話せませんが、

放課後に試行錯誤を繰り返し本校の“方針”にこだわりをもって戦いました。結果は、筆記 15位、実技 7位、総合 13位でしたが、実技競技

では他校の生徒から「“勝負”に勝ったのは緑ですよ」という嬉しい声もかけられました！参加生徒からは「科学に対する興味が湧いた」「分野

横断的な思考力がついた」「科学が好きな人とわいわいやれたのは良い経験です」とポジティブな感想も！興味がある人はぜひ来年一緒に戦い

ましょう！

ＥＴロボコン２０２３エントリークラス大会（１０月２２日）

2023年 10月 22日（日）ETロボコン 2023エントリークラス大会が開催されました。

ETロボコンとは、指定されたコースを速く、正確に走行するロボットの制作を競うコンテスト

で、共通の走行ロボットを用いて競います。ロボットが共通なので、勝敗を決めるのはロボット

の“設計プログラム！”図のようなコースをどう攻略するか、全てプログラミング言語を用いて

設計します。本校からは数学物理部を中心にメンバーを募り、５人のメンバーで参加しました。

５月にメンバーが決まり、６月にプログラミング環境の構築、７月に技術研修会や試走会への参

加、夏休みにモデルの作成、９月コードに修正を繰り返し、９月末、締め切り間際にプログラム

を提出しました（今回参加したエントリー部門では、実機の走行ロボットではなく、シミュレー

ター上の走行ロボットを動かすので、プログラムの提出し、大会当日はシミュレーター上の走行の様子を観戦します）。結果は 43 チーム中、

35 位でしたが、大学・企業中心の大会に初めての挑戦でよく健闘しました！来年は実機を動かすプライマリークラスに挑戦します（実機の制

御はシミュレーターに比べはるかに難しく、プライマリー部門は競技内容も難易度が増します）。メンバーは「緑高の先駆者として頑張りたい」

と前向きに答えてくれました。

発行：神奈川県立横浜緑ケ丘高校 事業グループ
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２０２４年２月２０日

第１３号

タイ北部スタディツアー（２０２３年１２月２４日～３１日）

「タイ北部スタディツアー」を 12月 24日～31日の 7泊 8日で実施しました。タイ北部は山岳

地域で山地民族が居住しています。中でもチェンラーイよりも北は「ゴールデントライアングル（黄

金の三角地帯）」と呼ばれる地域で、ミャンマー、ラオスと国境を接しています。タイの中でも最も貧

しい地域のひとつで、かつてこの地域はアヘンの一大生産地域でしたが、現在はそれに代わってコー

ヒーがこの地域を支えています。

スタディツアーでは、この地域で山地民支援を 30 年以上にわたって実施している「ルンアルンプロジ

ェクト」に協力してもらい、山地の村を訪ねました。その村で、12 月が最盛期であるコーヒーの摘み取

り作業に参加させてもらい、地域のお祭りを見学して、宿泊をしました。山地の村は貧しいというイメー

ジがありましたが、コーヒーや茶の栽培で安定した収入を得ることで、生活水準が向上した現在の様子を

見ることができました。

また、今回のスタディツアーでは 2つの学校と交流を深めることができました。首都バンコクの北にある

アユタヤ遺跡の近郊のアントンパタマロート校と、ルンアルンプロジェクトがあるウィエンパパオのウィエ

ンパパオウイタヤーコム校です。アントンでは日本語学科の皆さん全員が出迎えてくれて、ホールを利用し

た大規模な交流会となりました。全員でゲームをし、昼食のパッタイをいただきました。ウィエンパパオで

は 13名の日本語学科の生徒の皆さんとの交流でした。教室でゲームなどの交流をして学校を案内していた

だきました。生徒たちは連絡先を交換しており、これからも交流は続くと思います。

東日本大震災メモリアルｄａｙ２０２３（２０２４年１月１９日・２０日）

宮城県多賀城高校で「東日本大震災メモリアル day2023」が 1月 19日、20日の 2日間にわたって行われ、夏に福島スタディツアー

に参加した 5名が行ってきました。当日は全国各地から約 20の高校の、延べ 80名の高校生が、多賀城高校の災害科学科の皆さんととも

に議論を通して災害について学びました。１日目の東北大学の佐藤翔輔准教授による「災害があ

ったことが“伝わる”ために」という講演では、過去の出来事や経験が“伝わる”にはどうすれ

ば良いのかを考えました。それに次ぐグループワークでは、講演の内容を活かして「震災などの

自然災害を知らない、関心が低い人に「何を」「どのように」“伝える”ことができるのか？」と

いうテーマで 6 人ずつに分かれて討論を行いました。討論では、様々な視点からの意見が飛び

交いました。2日目の午前中は、体育館でポスターセッションを行い、本校は「震災から学ぶ～

情報の波に抗う力～」という題で、福島で学んだことから能登半島地震での事例も含めて考察を

し、災害時の情報リテラシーについて発表しました。午後は「津波伝承まち歩きスタディツアー」

に参加し、多賀城高校災害科学科の皆さんの案内で多賀城の町歩きをしました。現地での津波の

映像を見ながら、実際に起きたことがわかる丁寧な説明をうけながらのフィールドワークでし

た。直前に能登半島地震が起こったことから緊張感はありましたが、全国の高校生と和やかな雰

囲気で交流しながら話し合って学んだ 2日間になりました。

冬のお出かけ

紹介号なり～
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１学年 「緑の探究Ⅰ」 クラス内発表 （１月２５日）

１月 25 日 1 学年ではグループ研究のクラス内発表を行いました。株式会社オオスミ、中外製薬株式会社、日本大学生

物資源学部の３団体にミッションをいただき、自分の興味関心に基づき選んだミッションからクラスの仲間とグループをつ

くり、約半年間の研究の成果を発表する内容です。今後、クラスで選抜された１グループ

が学年発表、そこから選抜されたグループが関内ホールでの発表となります。今回の発表

の中で「実験がうまくいかなかった」というグループもあれば、「おおよそ予想通りの結

果になったが新たな発見もあった」「これを機にもっと深めていきたい」というグループ

もあり、この半年間、限られた時間を有効に使いながら取り組んだ結果、それぞれが次に

向けて得られたことがあるように見えました。

２０２４年２月２０日

探究まとめ号？

なりん

２学年 「緑の探究Ⅱ」 （実験～ポスター発表）

2学年の学校設定科目「緑の探究Ⅱ」では、9月から調査・実験を行って

います。週に 1度の授業時間のほか、多くのグループは放課後の時間も活用

します。                     →

← 1 月３０日、２月６日には、研究成果をポス

タ－にまとめて発表しました。

３学年 「総合的な探究の時間」 （ファイナル！！）

10 月１日に３年生の「総合的な学習の時間」がついにファイナルを迎えました！最終日は振り返りや発表要旨の修正等で

終わりましたが、その前に今年度は英語によるポスター作成・発表を行うという大イベントがありました。自分の意見を英語

でまとめ、同じ学年の生徒に向けてプレゼンテーションやスピーチをする機会はあり

ましたが、１・２年生も見学に来るという

ことでいつもとは少し違う緊張感のある

発表会だったのではないかと思います。生

徒はジェスチャーをしたり、専門用語をわ

かりやすい英語に変えながら説明をした

り非常に頑張っていました。今後の人生で

緑高での探究の経験を活かし、発展させて

ほしいなぁと思います。

３年間本当にお疲れさまでした！
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VVater for vegetables

skin revolution
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Shall we clean Tsurumi river ?

NO WATER NO LIFE
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From the journey of a thousand miles an inch

under the sea

From locally, act globally.
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